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●
地
震
発
生
の
夜

　

チ
リ
の
大
地
震
が
発
生
し
た
の
は
、
長

か
っ
た
夏
の
バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン
最
後

の
週
末
の
未
明
で
あ
っ
た
。
多
く
の
チ
リ

人
は
、
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
音
楽
祭
の

テ
レ
ビ
中
継
に
前
夜
遅
く
ま
で
見
入
り
、

あ
る
い
は
中
南
部
の
海
や
湖
沼
に
面
し
た

避
暑
地
で
休
暇
最
終
日
の
予
定
を
前
に
早

い
眠
り
に
つ
い
た
、
そ
ん
な
日
の
真
夜
中

で
あ
っ
た
。

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一
一
階

で
寝
て
い
た
筆
者
は
、
ベ
ッ
ド
の
横
揺
れ

と
建
物
が
ゆ
っ
く
り
裂
け
る
よ
う
な
ミ

シ
ッ
ミ
シ
ッ
と
い
う
音
で
眠
り
が
覚
め

た
。「
地
震
か
も
」
と
考
え
る
間
も
な
く

息
子
の
寝
て
い
る
隣
室
に
向
か
っ
た
が
、

す
ぐ
に
立
っ
て
居
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
激
し

い
揺
れ
と
な
り
、
廊
下
の
壁
が
裂
け
て
崩

れ
落
ち
る
音
、
キ
ッ
チ
ン
で
ガ
ラ
ス
瓶
が

落
ち
て
割
れ
る
音
な
ど
が
聞
こ
え
て
い

た
。
も
う
こ
れ
以
上
揺
れ
が
強
く
な
る
と

建
物
全
体
が
危
な
い
、
と
感
じ
る
頃
に
よ

う
や
く
揺
れ
は
収
ま
っ
て
き
た
。
少
し
落

ち
着
い
て
き
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
外
を

見
る
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
街
全
体
は
停
電

で
真
っ
暗
、
ビ
ル
や
車
の
警
報
ア
ラ
ー
ム

は
一
斉
に
鳴
り
た
て
、
通
り
は
救
急
車
の

サ
イ
レ
ン
で
騒
然
と
な
っ
て
い
る
。
向
か

い
に
あ
る
公
園
に
は
、
周
辺
の
建
物
か
ら

続
々
と
人
々
が
集
ま
り
始
め
て
い
た
。
寝

起
き
の
ま
ま
外
に
飛
び
出
し
た
人
々
は
、

余
震
と
停
電
の
続
く
真
っ
暗
な
自
宅
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
公
園
の
ベ

ン
チ
や
車
の
中
で
夜
明
け
を
待
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
八
日
の
午
前
三
時

三
四
分
に
チ
リ
を
襲
っ
た
大
地
震
は
、
震

源
地
の
カ
ウ
ケ
ネ
ス
市
西
方
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
八
を
記
録
し
、
観
測
史
上

五
番
目
に
大
き
い
巨
大
地
震
で
あ
っ
た
。

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
と
そ
の
後
に
発

生
し
た
津
波
に
よ
り
、
四
三
二
人
の
死
亡

者
と
二
〇
〇
万
人
の
被
災
者
を
出
し
た
。

首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
は
八
・
〇
と
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大

き
く
、
高
速
道
路
や
空
港
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
建
物
が
倒
壊
、
破
損
し
て
利
用
不

可
能
と
な
っ
た
。
地
震
発
生
直
後
か
ら
三

度
に
わ
た
っ
て
発
生
し
た
津
波
は
三
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
に
達
し
、
中
南
部
の
臨
海
部

に
多
い
水
産
工
場
や
パ
ル
プ
工
場
の
施
設

を
破
壊
し
、
漁
村
の
住
宅
や
漁
船
な
ど
一

切
を
押
し
流
し
た
。

●
一
変
し
た
地
震
後

の
生
活

　

中
・
南
部
に
住
む
人
々

の
生
活
は
、
地
震
と
い
う

一
瞬
の
出
来
事
で
一
変
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
で
は
地
震
直
後

は
停
電
と
な
り
、
水
道
や

ガ
ス
が
停
止
し
た
地
区
も

多
か
っ
た
が
、
比
較
的
富

裕
層
が
生
活
す
る
北
東
地

区
で
は
翌
日
に
は
ほ
ぼ
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど
は

復
旧
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

食
料
品
店
も
営
業
が
開
始

さ
れ
た
。
長
い
行
列
待
ち

を
覚
悟
す
れ
ば
、
A
T
M

で
現
金
を
下
ろ
し
た
り
、

車
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た

り
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
貧
困

層
が
多
く
住
む
地
域
で
は

二
週
間
以
上
た
っ
て
も
電
気
な
ど
イ
ン
フ

ラ
が
復
旧
し
な
い
状
況
が
続
い
た
。

　

さ
ら
に
事
態
が
深
刻
で
あ
る
の
は
、
地

震
の
震
源
地
に
近
い
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
周

辺
、
お
よ
び
そ
の
後
の
津
波
に
襲
わ
れ
た

中
南
部
の
海
岸
沿
岸
の
漁
村
で
あ
る
。
特

に
マ
ウ
レ
州
の
漁
村
は
、
海
岸
山
脈
に

よ
っ
て
中
央
平
原
と
隔
て
ら
れ
て
い
る
た

め
に
陸
路
交
通
の
便
も
悪
く
、
地
方
都
市

部
と
も
隔
絶
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
地
震
発
生
か
ら
二
日
経
っ
て
も
詳
細

な
被
害
把
握
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
陸

上
交
通
と
通
信
網
の
断
絶
に
よ
り
、
情
報

が
完
全
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
非
常
事
態
局
（
O
N
E
M
I
）

や
軍
・
警
察
い
ず
れ
の
通
信
シ
ス
テ
ム
も

震
源
に
近
い
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
や
コ
ン
ス

テ
ィ
ト
ゥ
シ
オ
ン
な
ど
海
岸
部
と
の
交
信

が
不
可
能
に
な
り
、
被
害
状
況
の
確
認
は

上
空
か
ら
の
視
認
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
。
夏
の
こ
の
時
期
に
は
、
海
岸
近
く
の

キ
ャ
ン
プ
地
や
宿
泊
施
設
に
泊
ま
る
避
暑 地震直後のサンティアゴの高速道路の様子（写真提供：ジェトロ・サンティアゴ事務所）
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チリの巨大地震発生と社会の亀裂

客
も
多
く
、
通
信
が
復
旧
し
た
三
日
目
以

降
も
行
方
不
明
者
の
把
握
は
困
難
で
あ
っ

た
。

　

地
震
か
ら
一
カ
月
以
上
経
っ
た
四
月
現

在
で
も
、
地
震
の
影
響
は
随
所
に
残
る
。

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
多
く
の
建
造
物
の
修
理

な
ど
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
以
上
の
余
震
は
引
き
続
き
発

生
し
て
い
る
た
め
建
物
被
害
は
拡
大
し
続

け
、
建
築
資
材
も
不
足
気
味
の
た
め
、
修

復
の
見
通
し
が
た
っ
て
い
な
い
オ
フ
ィ
ス

や
家
屋
も
多
い
。
電
気
や
水
道
な
ど
は
ほ

ぼ
復
旧
し
た
が
、
被
災
地
を
中
心
に
停
電

も
頻
発
す
る
た
め
地
下
鉄
や
商
業
集
積
施

設
な
ど
都
市
機
能
も
完
全
に
は
回
復
し
て

お
ら
ず
、
パ
ル
プ
工
場
や
水
産
加
工
工
場

の
操
業
停
止
も
続
い
て
い
る
。
復
興
に
は

三
〇
〇
億
ド
ル
の
資
金
が
必
要
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。

●
社
会
の
亀
裂
の
表
出

　

今
回
の
地
震
で
は
、
建
物
の
壁
に
生
じ

た
亀
裂
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
震
に

よ
っ
て
表
面
化
し
た
チ
リ
社
会
の
亀
裂
に

も
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
地
震
発

生
当
初
、
チ
リ
は
所
得
水
準
も
高
く
、
政

府
の
災
害
対
応
能
力
も
優
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
ハ
イ
チ
の
よ
う
な
無
政
府
状
態
に
は

陥
ら
な
い
、
と
い
う
見
通
し
を
海
外
報
道

を
引
用
す
る
形
で
ラ
ジ
オ
や
新
聞
が
報

じ
、
多
く
の
住
民
も
当
然
の
よ
う
に
そ
れ

を
信
じ
て
い
た
。
チ
リ
の
地
震
に
先
立
つ

二
〇
一
〇
年
一
月
に
、
同
じ
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
ハ
イ
チ
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

〇
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
地
震

に
よ
る
建
物
倒
壊
の
人
的
被
害
と
な
ら
ん

で
、
そ
の
後
の
市
民
に
よ
る
略
奪
行
為
や

住
民
同
士
の
衝
突
の
模
様
が
連
日
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

ハ
イ
チ
の
貧
困
に
起
因
す
る
も
の
で
チ
リ

は
救
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
側

と
し
て
見
て
い
た
か
ら
だ
。
し

か
し
、
地
震
発
生
二
日
後
に
電

気
が
戻
り
、
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
っ
て
驚
い
た
の
は
、
見
慣
れ

た
ス
ー
パ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
や
食

料
品
店
か
ら
、
群
衆
が
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
持
ち
出
し
て
逃
げ
る

略
奪
の
映
像
で
あ
っ
た
。
略
奪

の
報
道
は
そ
の
翌
日
も
続
き
、

食
料
品
だ
け
で
は
な
く
、
液
晶

テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な

ど
大
型
ス
ー
パ
ー
に
あ
る
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
盗
ま
れ

て
い
た
。
ま
た
、
標
的
に
さ
れ

る
の
も
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
な

く
、
デ
パ
ー
ト
、
食
料
品
店
、

食
品
関
連
工
場
、
さ
ら
に
は

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
破
ら
れ
、
商
品
や
備
蓄

食
料
を
始
め
、
パ
ソ
コ
ン
、
椅

子
、
机
な
ど
の
備
品
や
工
場
機

材
ま
で
も
が
盗
ま
れ
た
。
テ
レ

ビ
は
、
普
通
の
身
な
り
を
し
た

大
人
が
子
供
を
伴
っ
て
ス
ー

パ
ー
の
商
品
を
奪
っ
て
逃
げ
る
様
子
を
追

い
か
け
た
。

●
遅
れ
た
非
常
事
態
宣
言
の
発
令

　

略
奪
の
発
生
に
関
し
て
最
も
非
難
が
集

中
し
て
い
る
の
は
、
政
府
に
よ
る
非
常
事

態
宣
言
の
発
令
と
軍
に
よ
る
治
安
維
持
活

動
の
遅
れ
で
あ
る
。バ
チ
ェ
レ
大
統
領
は
、

地
震
発
生
の
一
時
間
後
に
は
非
常
事
態
局

の
オ
フ
ィ
ス
に
入
り
、
閣
僚
な
ど
側
近
と

「
災
害
非
常
事
態
宣
言
」
の
発
令
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
場
に
い
た
ペ
レ

ス
・
ヨ
マ
内
務
大
臣
、
ビ
ダ
ル
防
衛
大
臣

は
発
令
の
必
要
あ
り
、
と
い
う
見
方
で

オイギンス州
・死亡者　46 人
・沿岸部での津波
・建造物の崩壊

ビオビオ州
・死亡者　120 人
・沿岸部での津波
・建造物の崩壊

サンティアゴ首都圏州
・死亡者　23 人
・建造物の崩壊

マルレ州
・死亡者　269 人
・沿岸部での津波
・建造物の崩壊

アラウカニア州
・死亡者　15 人

バルバライソ州
・死亡者　24 人
・離島部での津波6.0

8.0
8.0
8.0

8.0

7.0

7.0

8.8

ロス・ビロス

ロスアンデス

ピチレム ランカグア

タルカ

カウケネス

チリアン
コンセプシオン

ロスアンヘレス

テムコ

バルディビア

サンチアゴ

図　チリ大地震の規模と主な被害状況

（出所）内務省のデータ（3月8日）、およびEl Mercurio紙（2010年2月28日）をもとに作成



アジ研ワールド・トレンドNo.176 （2010. 5） 34

特集
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ル
バ
ハ
ル
広
報
局

長
、
ペ
ニ
ャ
イ
リ
ー
ジ
ョ
官
房
長
官
、
ア

ル
バ
レ
ス
大
統
領
府
企
画
局
長
ら
「
セ
グ

ン
ド
・
ピ
ソ
」（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
二
階
」

と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ
る
大
統
領
の
側

近
達
に
よ
っ
て
、
軍
を
配
備
す
る
こ
と
に

な
る
非
常
事
態
宣
言
発
令
は
反
対
さ
れ
、

葬
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
セ
ル
ヒ

オ
・
ビ
タ
ル
公
共
大
臣
の
「（
今
日
の
軍

部
は
一
九
七
三
年
の
軍

部
と
は
異
な
っ
て
い
る

と
は
い
え
）
軍
事
独
裁

と
戦
っ
て
き
た
政
党
連

合
に
と
っ
て
軍
を
街
頭

に
展
開
す
る
と
い
う
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
」
と
い
う
発
言
に
示

さ
れ
て
い
る
。
前
回
非

常
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
の
は
一
九
八
五
年

の
チ
リ
中
部
大
地
震
で

の
ピ
ノ
チ
ェ
軍
事
政
権

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

反
軍
政
の
旗
手
で
あ
り

民
衆
の
人
気
も
高
か
っ

た
バ
チ
ェ
レ
が
、
翌
週

に
控
え
た
政
権
交
代
の

日
を
軍
の
統
治
下
で
行

う
こ
と
に
な
る
、
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
が

強
く
懸
念
さ
れ
て
い

た
、
と
さ
れ
る
。
同
時

に
、
二
〇
一
四
年
に
実

施
さ
れ
る
大
統
領
選
挙
で
は
バ
チ
ェ
レ
が

最
有
力
候
補
と
さ
れ
、「
セ
グ
ン
ド
・
ピ
ソ
」

メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も

重
視
し
て
い
た
（
エ
ル
・
メ
ル
ク
リ
オ
紙

二
〇
一
〇
年
三
月
七
日
）。

　

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
地
震
発
生
の

翌
日
か
ら
は
テ
レ
ビ
で
略
奪
の
映
像
が
流

れ
続
け
た
。
軍
に
よ
る
治
安
維
持
の
必
要

性
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
翌

週
に
新
大
統
領
就
任
を
控
え
た
ピ
ニ
ェ
イ

ラ
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
非
常
事
態
宣

言
の
必
要
を
訴
え
始
め
た
が
、
バ
チ
ェ
レ

大
統
領
側
は
こ
れ
に
対
し
て
も
不
快
感
を

示
し
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
る
。
結
局
、

地
震
発
生
か
ら
三
六
時
間
後
に
ビ
ダ
ル
防

衛
大
臣
の
強
い
主
張
が
通
る
形
で
、
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
第
Ⅶ
州
と
Ⅷ
州
に
非

常
事
態
宣
言
が
発
布
さ
れ
、
こ
れ
と
同
時

に
軍
が
展
開
し
夜
間
外
出
禁
止
令
も
出
さ

れ
た
。

　

今
回
の
震
災
後
の
対
処
に
つ
い
て
は
、

軍
と
行
政
機
関
に
対
す
る
民
衆
の
評
価
は

完
全
に
分
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
チ
リ
の

民
衆
は
軍
部
に
対
し
て
複
雑
な
感
情
を

持
っ
て
き
た
。
軍
は
国
土
防
衛
や
治
安
維

持
に
必
要
と
い
う
認
識
が
あ
る
反
面
一
九

七
三
年
か
ら
一
九
九
〇
年
の
長
い
軍
政
の

期
間
、軍
は
人
権
抑
圧
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
被
災
地
で
略
奪
が
横
行
す
る
コ

ン
セ
プ
シ
オ
ン
や
タ
ル
カ
ウ
ア
ノ
の
街
で

は
、
数
や
武
装
の
上
で
劣
る
警
察
に
よ
っ

て
略
奪
を
食
い
止
め
る
の
は
不
可
能
で
、

治
安
維
持
の
た
め
に
送
り
込
ま
れ
た
軍
隊

は
住
民
に
拍
手
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
治
安
維
持
や
緊
急
物
資
の
配
給

面
で
軍
は
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
て
い

る
。
地
震
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
貢
献

が
大
き
か
っ
た
機
関
と
し
て
軍
は
八
五
％

と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
反
対
に
、
内

務
省
下
に
あ
る
O
N
E
M
I
は
、
地
震
後

の
通
信
機
能
不
全
で
情
報
網
の
欠
陥
が
明

ら
か
と
な
っ
た
ほ
か
、
津
波
発
生
の
警
告

が
遅
れ
た
り
被
災
者
数
の
見
積
も
り
で
大

幅
に
間
違
う
な
ど
失
点
を
重
ね
、
二
一
％

と
最
低
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
（
ラ
・
テ

ル
セ
ラ
紙
二
〇
一
〇
年
三
月
一
三
日
）。

政
府
の
対
応
も
津
波
の
警
告
や
支
援
物
資

配
給
、
治
安
維
持
な
ど
地
震
発
生
か
ら
の

対
応
も
全
て
事
後
的
な
対
応
に
終
始
し
て

い
る
と
の
批
判
が
強
く
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
バ
チ
ェ
レ
大
統
領
は
六
六
％
、
政
府

は
五
三
％
と
や
は
り
低
い
評
価
と
な
っ
て

い
る
。

●
略
奪
に
参
加
し
た
人
々

　

非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
、
軍
が

展
開
し
た
の
は
地
震
発
生
か
ら
三
六
時
間

後
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
日
半
の

間
被
災
地
で
は
電
気
や
水
道
も
止
ま
り
、

政
府
の
支
援
な
ど
の
情
報
は
全
く
な
い
状

態
に
お
か
れ
、
街
は
廃
墟
同
然
で
警
察
な

ど
行
政
も
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

一
種
の
無
政
府
状
態
の
な
か
で
、
一
般
民

衆
の
略
奪
行
為
は
生
じ
た
。

　

略
奪
が
最
も
激
し
か
っ
た
の
は
コ
ン
セ

プ
シ
オ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
で
略
奪
行
為
で

逮
捕
さ
れ
た
人
々
の
素
顔
は
テ
レ
ビ
の
映

像
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
略
奪
に

参
加
し
た
人
の
う
ち
、
前
科
者
は
一
〇
％

に
過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
中
低
所
得
層
の

「
ご
く
普
通
の
」
人
々
で
あ
っ
た
。
二
四

一
家
族
の
う
ち
二
三
〇
家
族
が
略
奪
に
加

わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ア
ル

ト
・
パ
ロ
マ
レ
ス
地
区
の
住
民
の
話
に
よ

る
と
、
地
震
の
後
か
ら
住
民
の
間
に
絶
望
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感
が
拡
が
っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
の
な
か

で
、
ま
ず
「
ネ
ス
レ
（
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
）

が
開
い
た
ぞ
！
」
と
い
う
叫
び
声
に
応
じ

て
大
挙
し
て
倉
庫
の
食
品
を
持
ち
出
し
に

向
か
い
、続
い
て
「
リ
プ
レ
イ
（
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
）
が
開
い
た
ぞ
！
」
と
い
う
叫
び
で
、

今
度
は
そ
の
デ
パ
ー
ト
の
倉
庫
に
あ
る
も

の
を
奪
い
に
行
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
（
ラ
・
テ
ル
セ
ラ
紙
二
〇
一
〇
年

三
月
九
日
）。

　

同
様
に
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
略
奪
に

参
加
し
た
地
区
と
し
て
カ
ジ
ャ
オ
と
ウ
エ

ル
ト
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
レ
ス
が
あ
る
。
ま

た
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
は
、
北
部
の
ウ
エ

チ
ュ
ラ
バ
と
北
東
部
の
ラ
ン
パ
地
区
で
や

は
り
こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
の
略
奪
や
放

火
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
近
く
に
大
き
な
ス
ー

パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
、
大
企
業
の
倉
庫
な
ど

が
あ
り
、
日
々
買
い
物
客
や
物
資
の
行
き

来
を
目
に
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
略
奪
に
参
加
し
た
住
民
の
職
業
と
し

て
は
、
男
性
は
運
送
業
者
や
工
事
現
場
の

労
働
者
で
月
給
は
四
〇
〇
ド
ル
程
度
、
女

性
は
女
中
と
し
て
二
〇
〇
ド
ル
程
度
で
チ

リ
の
中
で
は
低
所
得
層
に
分
類
さ
れ
る
。

　

都
市
部
に
お
け
る
低
所
得
層
と
高
・
中

所
得
層
の
居
住
区
は
近
年
よ
り
接
近
す
る

傾
向
に
あ
る
。
も
と
も
と
都
市
の
外
縁
部

に
は
、
近
隣
農
村
な
ど
か
ら
集
団
移
住
し

て
で
き
た
カ
ン
パ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
低

所
得
者
の
集
住
地
区
が
あ
る
。
カ
ン
パ
メ

ン
ト
は
平
均
所
得
が
高
い
都
市
部
に
多

く
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
首
都
圏
で
一
二
二
地

区
五
六
〇
〇
世
帯
、
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
が

あ
る
ビ
オ
ビ
オ
州
に
は
七
〇
地
区
四
九
〇

〇
世
帯
で
、
チ
リ
全
体
の
三
分
の
一
以
上

が
こ
の
二
州
に
集
中
す
る
（
参
考
文
献

①
）。
こ
の
よ
う
な
場
所
の
近
く
に
、
近

年
の
都
市
人
口
の
拡
大
で
富
裕
層
の
居
住

区
と
し
て
整
備
さ
れ
る
地
域
が
拡
大
し
、

同
時
に
こ
れ
ら
郊
外
の
中
高
所
得
層
や
車

で
の
買
い
物
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
郊

外
型
の
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建

設
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

華
や
か
で
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
敷
地
の
す
ぐ
裏
手
は
、
電
気

や
水
道
の
整
備
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
行
き

届
い
て
い
な
い
粗
末
な
住
宅
の
カ
ン
パ
メ

ン
ト
が
拡
が
る
と
い
う
地
域
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
地
震
は
、
こ
の
両
者
を

隔
て
る
壁
を
一
時
的
に
破
壊
し
、
無
政
府

状
態
の
な
か
で
の
不
安
心
理
か
ら
商
業
施

設
の
集
団
略
奪
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

●
お
わ
り
に

　

チ
リ
地
震
は
、
揺
れ
自
体
も
大
き
く
こ

れ
に
よ
る
人
的
物
的
被
害
は
甚
大
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
後
の

同
胞
に
よ
る
略
奪
行
為
を
目
の
当
た
り
に

し
た
チ
リ
社
会
に
与
え
た
影
響
も
ま
た
大

き
か
っ
た
と
い
え
る
。
今
年
二
月
に
は

O
E
C
D
加
盟
も
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
先

進
国
の
道
を
歩
む
発
展
し
た
国
と
い
う
自

画
像
は
、
も
ろ
く
も
崩
れ
去
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

地
震
後
の
略
奪
行
為
の
発
生
は
二
つ
の

要
因
が
強
く
働
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
大
統

領
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
重
視
し
た
結
果
生

ま
れ
た
一
時
的
な
行
政
の
空
白
状
態
、
そ

し
て
都
市
部
に
お
け
る
富
裕
層
と
貧
困
層

の
生
活
圏
の
隣
接
化
で
あ
る
。

　

地
震
一
週
間
後
に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
芸
能
人
な
ど
著

名
人
が
駆
け
付
け
、
大
企
業
な
ど
か
ら
の

献
金
を
中
心
に
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
社
会

復
興
資
金
が
集
ま
っ
た
。
学
生
等
は
教
会

組
織
な
ど
を
軸
と
し
た
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
チ
リ
社
会
が
協
力
し
て

復
興
に
あ
た
る
姿
勢
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
震
後
の
一
般
民
衆
の

略
奪
行
為
で
表
出
し
た
社
会
の
亀
裂
を
修

復
す
る
に
は
、
大
き
な
所
得
格
差
の
存
在

と
い
う
根
の
深
い
問
題
へ
の
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
き
た
の　

こ
う
い
ち
／
在
サ
ン
チ
ア
ゴ
海

外
研
究
員
）
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